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 敏
さとし

学長
1986年東京理科大学理学部化学科卒
業。91年同大学大学院理学研究科化
学専攻博士課程修了。専門は環境調
和材料、生体材料、生分解性高分子。
マサチューセッツ大学高分子化学科
博士研究員、山口東京理科大学助手
などの後、96年に金沢工業大学講師。
その後同大助教授、教授を経て2016
年より現職。

　『自ら考え行動する創造的探究・実践人材の育成』を教
育目標に、“情報に強い大学”として、早くから情報工学
分野の学びを推進してきた金沢工業大学（KIT）。大澤敏
学長は「KIT2025ビジョン」を掲げ、わが国の成長分野
であるDX（デジタルトランスフォーメーション）、GX（グ
リーントランスフォーメーション）、SX（サステナビリティ・
トランスフォーメーション）をリードする人材育成を目指
します。また、学部教育にAIやIoT、データサイエンスな
どの情報技術を導入した「問題発見解決型学習」、社会に
新たな価値を創出する「文理探究型の教育研究」、産官学
連携による「社会実装型の教育研究」の3つを強化ポイン
トとし、それらを具体化する取り組みがスタート。時代が
求める大学、時代を先取りする大学であり続けるために進
化を続けています。

文
理
の
枠
を
超
え
た

「
社
会
実
装
型
総
合
大
学
」
へ
と
進
化
。

成
長
分
野
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
を
育
成

金沢工業大学
〒921-8501　石川県野々市市扇が丘７-１　入試センター　TEL 076-248-0365　https://www.kanazawa-it.ac.jp

２
０
２
５
年
、
６
学
部
17
学
科
へ

新
情
報
系
３
学
部
を
開
設

　

金
沢
工
業
大
学
（
Ｋ
Ｉ
Ｔ
）
の
一
つ
め

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
進
化
は
、
技
術
者
中

心
の
工
業
大
学
か
ら
、「
文
理
の
枠
を
超

え
た
社
会
実
装
型
総
合
大
学
」
へ
と
生
ま

れ
変
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
Ｋ
Ｉ
Ｔ
で
は

２
０
２
５
年
４
月
に
、
従
来
の
４
学
部
12

学
科
か
ら
６
学
部
17
学
科
へ
と
改
組
し
、

大
き
な
学
部
再
編
を
行
い
ま
し
た
。
６
学

部
と
は
、「
工
学
部
」「
建
築
学
部
」「
バ
イ

オ
・
化
学
部
」
の
基
幹
３
学
部
に
、「
情

報
デ
ザ
イ
ン
学
部
」「
メ
デ
ィ
ア
情
報
学

部
」「
情
報
理
工
学
部
」
と
い
う
新
し
い

情
報
系
３
学
部
を
加
え
た
も
の
。
こ
れ
ら

の
う
ち
、「
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
部
」
と

「
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
部
」
は
文
系
の
要
素

を
大
き
く
含
む
“
文
理
探
究
型
〟
の
学
部

で
す
。
今
回
の
学
部
再
編
の
ね
ら
い
を
、

Ｋ
Ｉ
Ｔ
の
大
澤
敏
学
長
は
次
の
よ
う
に
話

し
ま
す
。

　
「
近
年
、
生
成
Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
の
普
及
な
ど
、
情
報
技
術
が
急
速
に

社
会
に
入
り
込
ん
で
き
て
い
ま
す
。
情
報

の
専
門
家
だ
け
で
は
な
く
、
誰
も
が
基
本

的
な
情
報
技
術
を
身
に
つ
け
、
自
ら
の
専

文
理
探
究
型
の
２
学
部

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
は

　

文
理
探
究
型
の
２
学
部
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
み
て
い
く
と
、
ま
ず
「
情
報
デ
ザ
イ

ン
学
部
」
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
金
融
・
Ｉ
Ｔ
の
４
分
野
を
融
合
的

に
学
ぶ
「
経
営
情
報
学
科
」
と
、
環
境
に

配
慮
し
た
情
報
・
経
営
・
文
化
・
芸
術
な

ど
を
学
び
、
持
続
可
能
な
社
会
シ
ス
テ
ム

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
「
環
境
デ
ザ
イ
ン
創
成

学
科
」
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
ロ

ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
の
社
会
実
装
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ロ

ボ
ッ
ト
・
Ａ
Ｉ
の
開
発
が
理
系
志
向
の
技

術
者
の
役
目
で
あ
る
の
に
対
し
、
新
商
品

の
開
発
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
宣
伝
と
い
っ
た
ビ

門
分
野
で
活
用
し
て
い
く
時
代
が
き
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
Ｋ
Ｉ
Ｔ
で
は

ま
ず
、
情
報
技
術
に
関
す
る
教
育
と
研
究

の
核
と
し
て
、
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
部
、
メ

デ
ィ
ア
情
報
学
部
、
情
報
理
工
学
部
と
い

う
３
つ
の
情
報
系
学
部
を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
３
学
部
を
拠
点
と
し
、
工
学
部
、
建

築
学
部
、
バ
イ
オ
・
化
学
部
と
い
う
、
産

業
を
支
え
る
基
幹
３
学
部
に
情
報
技
術
を

浸
透
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
に
情
報
技
術
を
掛
け
合
わ
せ
、
全

学
的
に
情
報
に
強
い
大
学
に
し
て
い
き
た

い
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
」

　

さ
ら
に
、
新
し
い
情
報
系
３
学
部
の
う

ち
、「
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
部
」
と
「
メ

デ
ィ
ア
情
報
学
部
」
の
２
学
部
が
、
文
系

と
理
系
の
学
生
が
共
存
す
る
文
理
探
究
型

の
学
部
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ

る
と
大
澤
学
長
は
言
い
ま
す
。

　
「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
で
は
以
前
よ
り
、
学
部
を
超

え
て
協
働
し
な
が
ら
研
究
成
果
を
社
会
に

実
装
し
て
い
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
教

育
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
従
来
は
理
系
志

向
の
学
生
、
つ
ま
り
技
術
者
だ
け
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
完
結
で
き
て
い
ま
し
た
が
、

デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー
ン
社
会
、
持
続
可
能

性
と
い
っ
た
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
リ
ー
ド

す
る
成
長
分
野
は
、
文
系
志
向
の
学
生
と

も
共
創
す
る
必
要
が
出
て
き
た
の
で
す
。

文
理
探
究
型
の
２
学
部
は
Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ

解
析
の
原
理
を
深
く
学
ぶ
わ
け
で
は
な
く
、

そ
の
活
用
を
探
究
す
る
学
部
で
す
。
数
学

力
は
高
等
学
校
を
卒
業
で
き
る
レ
ベ
ル
の

も
の
が
あ
れ
ば
十
分
と
し
、
文
系
の
受
験

生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
き
ま
す
」

○世代・分野・文化を超えた共創教育
　プロジェクトデザイン教育や学科横断型のク
ラスター研究室などを通して、学部・学科の枠
を超えて学生が交わりながら学ぶことに加え、
社会人である研究者や行政関係者、地域住民、
外国人などが授業や研究に参画して学生ととも
に学びあう、KITの教育の基盤となる考え方。
さまざまな背景を持つ人々との「教えあい」や

「学びあい」を重視しているのが大きな特徴。

○SDGsゲーミフィケーション教材
　KITでは遊びながらSDGsを学べるゲーミフィ
ケーション教材の開発が盛んだ。学生有志が開
発した「THE SDGs アクションカードゲームＸ」
は、日本語版だけでなく英語版も作成されてい
る。開発に携わった学生は、在学中に株式会社
LODUを起業。KITと地元自治体を巻き込んだ

「産官学連携」でSDGsの普及に取り組んでいる。
タ カ ラ ト ミ ー と 共 同 で 開 発 さ れ た「Beyond 
SDGs人生ゲーム」も2022年に完成し、遊べる
SDGs教材が増えている。

○KIT STEM ナビゲーション
　2024年５月18日より本格運用を開始した、
KITの数理工教育研究センターのYouTubeチャ
ンネル「KIT STEM ナビゲーション」。＜天気予
報＞＜スマートフォンのバッテリー残量＞＜
GPSナビゲーション＞＜建物の構造＞＜経済の
変化の予測＞など、日常生活の多種多様な分野
で活用されている微分積分や、三角関数などの
数学問題を短い時間でわかりやすく動画で解説。
一つ一つのコンテンツは、大学生だけでなく高
校生にもわかりやすい内容で、空き時間に気軽
に 利 用 で き る よ う に 仕 上 げ ら れ て い る。
YouTube動画の概要欄に掲載のウェブページへ
のリンクで、KITのeラーニングサイトにジャン
プ。解説の中には重要な知識にリンクが張られ
ていて、基礎に立ち返って学習しながら解説を
理解することができるようになっているため、
動画とウェブページを連携させると効率よく学
習することができる。

ジ
ネ
ス
構
想
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
な
ど
が
「
経
営
情
報
学
科
」
の
役
割
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

環
境
や
持
続
可
能
性
を
加
え
た
社
会
を
創

成
す
る
の
が
「
環
境
デ
ザ
イ
ン
創
成
学

科
」
の
役
割
で
す
。

　

次
に
「
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
部
」
は
、

「
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科
」
と
「
心
理
情
報

デ
ザ
イ
ン
学
科
」
の
２
学
科
か
ら
な
り
ま

す
。「
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科
」
が
主
に
扱

う
の
は
、
Ｃ
Ｇ
や
映
像
・
音
楽
、
Ｗｅ
ｂ
、

Ｘ
Ｒ
（＊）
な
ど
各
種
の
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
で
す
。
こ
れ
ら
は
医
療
や
教
育
分

野
な
ど
で
の
活
用
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、「
心
理
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
」
で

学
ぶ
の
は
、
人
間
の
心
と
脳
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
で
す
。
感
動
す
る
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
と

い
う
人
の
心
の
動
き
を
デ
ー
タ
と
し
て
分

析
し
て
い
き
ま
す
。

　

多
様
な
分
野
に
ま
た
が
る
学
部
構
成
は
、

よ
り
多
様
な
社
会
課
題
に
対
応
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
を
可
能
に
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

企
業
で
働
く
コ
ー
オ
プ
教
育

理
論
と
実
践
を
同
時
に
獲
得

　

二
つ
め
の
進
化
は
、
Ｋ
Ｉ
Ｔ
が
新
し
い

人
材
育
成
の
形
と
し
て
近
年
力
を
入
れ
て

い
る
「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
コ
ー
オ
プ
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
す
。
コ
ー
オ
プ
教
育
と
は
米
国
が

発
祥
の
産
学
協
同
教
育
の
こ
と
で
、「
大

学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
、
高
レ
ベ
ル
の

教
育
価
値
を
持
つ
「
就
業
体
験
」
を
融
合

さ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
は
異
な
り
企
業
と
雇
用
契
約
を

結
ん
で
参
加
す
る
の
で
、
給
与
を
受
け
取

り
な
が
ら
、
現
場
で
理
論
と
実
践
の
両
面

を
効
果
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

と
え
ば
地
元
の
別
川
製
作
所
と
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
工
場
の
機
械
か
ら
発
せ
ら
れ

る
音
を
学
生
が
Ａ
Ｉ
で
解
析
。
部
品
交
換

が
必
要
な
時
期
を
予
測
す
る
こ
と
で
、
生

産
性
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

学
生
は
企
業
と
大
学
を
行
き
来
し
な
が

ら
活
動
し
、
不
明
点
が
あ
れ
ば
担
当
教
員

と
相
談
し
な
が
ら
解
決
策
を
模
索
し
て
い

き
ま
す
。
企
業
に
と
っ
て
は
学
生
を
現
場

で
育
て
る
こ
と
を
介
し
て
、
大
学
が
持
つ

最
新
の
知
識
や
技
術
を
実
際
の
業
務
に
取

り
込
め
る
機
会
と
も
な
っ
て
お
り
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
、
鹿
島
建

設
な
ど
有
名
企
業
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
オ
プ
教
育
の
推
進
に
向
け
て
、

２
０
２
２
年
夏
に
は
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｅ
（
世
界
産

学
連
携
教
育
協
会
）
の
第
４
回
国
際
リ

サ
ー
チ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
Ｋ
Ｉ
Ｔ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

就
職
に
強
い
Ｋ
Ｉ
Ｔ

「
面
倒
見
の
良
さ
」
は
全
国
１
位

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
果
は
就
職
実

績
と
し
て
数
字
に
表
れ
て
い
ま
す
。
Ｋ
Ｉ

Ｔ
の
２
０
２
５
年
３
月
卒
業
生
の
就
職
実

績
を
み
る
と
、
就
職
希
望
者
１
２
０
５
人

に
対
し
て
就
職
内
定
者
１
０
５
６
人
、
就

職
内
定
率
は
99
・
９
％
。
就
職
の
実
態
を

よ
り
表
す
「（
就
職
内
定
者
数
＋
自
営
）

（
卒
業
者
―
大
学
院
進
学
者
数
）
×

１
０
０
」
で
算
出
し
た
場
合
も
97
・
２
％

と
い
う
高
い
水
準
で
す
。
ま
た
、
就
職
者

全
体
の
73
・
１
％
が
上
場
企
業
・
大
手
企

業
・
公
務
員
・
教
員
へ
就
職
し
て
い
ま
す
。

　

Ｋ
Ｉ
Ｔ
が
就
職
に
強
い
大
学
で
あ
る
背

景
に
は
、
前
述
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
教

育
や
コ
ー
オ
プ
教
育
な
ど
、
Ｋ
Ｉ
Ｔ
が
重

視
し
て
い
る
「
社
会
実
装
型
」
教
育
が
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
取
り
組
み
は
広
く
評
価
さ
れ
、
大

学
通
信
が
全
国
の
進
学
校
の
進
路
指
導
教

諭
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
作
成

す
る
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
（
２
０
２
４
年

度
）
に
お
い
て
、
Ｋ
Ｉ
Ｔ
は
「
就
職
に
力

を
入
れ
て
い
る
大
学
」
で
全
国
２
位
に
ラ

ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
面

倒
見
が
良
い
大
学
」
で
は
20
年
連
続
で
全

国
１
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。
こ
れ
に
は
、
学

生
の
学
ぶ
意
欲
に
応
え
る
Ｋ
Ｉ
Ｔ
の
多
種

多
様
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
代
表
的
な
施
設
が
「
数
理
工
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
」
で
、
専
門
的
な
学
び
の

情報
デザイン
学部

メディア
情報学部

専門分野
工学・理工学・情報

情報技術
AI・IoT・

データサイエンス

DXを活用する“工学・理工学”
の学部

●AI時代に求められる”専門分野×情報技術”の専門人材の育成
●文理の枠を超えた社会実装型教育研究プロジェクトの実践

“文理探究”
の学部

“情報・理工学”
の学部

バイオ・
化学部

情報
理工学部

GX

Society 5.0
社会の課題に応える学びに挑戦

多様な分野にまたがる学部構成で社会の変革と課題解決へ ！

SX
豊かな生活を実現する
グリーン社会の価値を

追究します
グローバルな視点から
持続可能な社会の価値を

追究します

建築学部

工学部

GR

EEN
 TRANSFORMATION

DX
情報技術・

情報科学を駆使し、
デジタル情報の

新たな価値を実装します

DI
GI

TA
L TRANSFORMATION

SU
ST

AINABILITY TRANSFORMATION

基
礎
と
な
る
数
学
・
理
科
の
個
別
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
24
時

間
３
６
５
日
使
用
で
き
る
自
習
室
、
チ
ー

ム
で
の
学
び
に
使
用
で
き
る
「
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｏ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
」

や
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
授

業
時
間
外
に
も
使
え
る
学
び
の
空
間
が
至

る
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
も
の
づ
く
り
の
拠
点
「
夢
考
房
」
が

置
か
れ
、
金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
や
樹
脂
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
、
電
子
基
板
の
製
作
や
金
属

加
工
、
樹
脂
加
工
な
ど
の
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、

２
つ
の
巨
大
な
屋
内
実
験
ス
ペ
ー
ス
を
完

備
。
授
業
で
学
ん
だ
知
識
を
カ
タ
チ
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト

や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の

づ
く
り
の
課
外
活
動
「
夢
考
房
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
活
動
も
盛
ん
で
す
。

　

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
社
会
の
中
で
真

の
課
題
を
追
究
し
、
そ
の
課
題
を
解
決
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
大
学
で
あ
る
た
め

に
。「
文
系
を
志
向
す
る
学
生
と
理
工
系

を
志
向
す
る
学
生
」
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
力
を
掛
け
合
わ
せ
て
学
び
あ
い
、
協
働
・

共
創
し
な
が
ら
、
ア
イ
デ
ア
を
社
会
に
実

装
で
き
る
環
境
が
Ｋ
Ｉ
Ｔ
に
は
あ
り
ま
す
。
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（＊）XR　�エクステンデッド・リアリティまたはクロス・リアリティ。VR（仮想現実）、
AR（拡張現実）、MR（複合現実）などの先端技術を包括した総称。


